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は じめ に

土器 の発 明は､人類 が化 学変化 を意識 的 に応 用 して 自然界 にない ものを創造 した最

初 とい われ てい る｡ 人 は土器 作 りを始 めてか ら次第 に高温 の焼成法 を開発 し､高温 を

操 る知識 を さ らにガ ラスや銅 や鉄 を融 かす こ とに も応 用 して きた｡ 単純で素朴 な技術

か ら出発す るが､土器 の発 明は現代 のセ ラ ミック産業発 達 の第一歩 ともい える画期 的

な技術 革新 で あ った とい える｡

この土器 の起源 に関 して現在最 も注 目され てい るのは､実は 日本列 島を含 めた極 東

地域で あ る｡ ここでは 1998年 に行 った青森 県蟹 田町大平 山元 Ⅰ遺跡 の発掘調査 と 14C

年代測定の成果 を中心 に､土器 の起源 をめ ぐる考古学 の現状 を報告す る｡

1. 土器 の起 源 をめ ぐる考 古 学論 争

土器 の起力京について の考古学研 究は､ もともと｢新石器革命 ｣とい う考 え方 の一環 と

して進 め られ て きたo 新石器 時代 にお け る農耕 ･牧畜 に よる食 料生産 の開始 は､野蛮

段階 を脱 却 し文 明化 -の第一歩 を可能 に した人類最初 の革命 と評価 され てい るが､ こ

の時代 には農耕 ･牧畜 の新経 済 のみ な らず 自然界 にない物 を人工的 に作 り出す さま ざ

まな新技術 が登場 した ｡ 土器 の発 明 もその一つで あった とい う訳で あ る｡ 新石器革命

論 を先導 した V.G.チ ャイル ド(1954)は､ ｢農夫 の妻 は ｢化 学変化 ｣をお こ させ ､土器 を

作 り出 した｣と断言 した｡また､土器 作 りの一連 の工程 がパ ン作 りのそれ と似 てい る と

い う点 も､ こ う した理解 を助長す る一つ の根拠 とされ て きた｡

ところで､ この新石器経 済 は､地 中海東部や メ ソポ タ ミア を中心 とす るオ リエ ン ト

で BC7,000年 前後 に確 立 した といわれ てい る｡ そ して､この地域 に土器 が 出現す るの

は既 に農耕 ･牧畜が開始 し定住集 落 の形成 が始 まった後 であ るこ とが､イ ラクの ジ ャ

ルモ遺跡や トル コのチ ャタル ･ヒュユ ク遺跡 ､ハ ジュラル遺跡 な どの発掘調査か ら判

明 して きた ところで あった ｡ したが って､土器 の起源 の年代 も BC7,000-6,000年 を

大 き く遡 らない であ ろ う､ とい うのが長い間世界 の常識 的な見方で あった｡ それ以 前

の時代 に も､ア フ リカや ヨー ロッパ の 旧石器 時代 ･中石器 時代 に断片的 な土器や 土製

品の出土例 がわず か に知 られ て はいたが ､真正 の土器文化 の発祥地 と してはや は り新

石器時代 のオ リエ ン トが最有力 とみ られ ていた ことにかわ りはない ｡

この よ うな土器 の起源 論 に大 きな一石 を投ず ることにな った のは､意外 に も極東 の
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日本列 島 にお け る縄文 土器 の起源 問題 で あった ｡ わが国の考古学界 では ､1960年代 を

中心 に縄 文 土器 の起源 とそ の年代 をめ ぐって激 しい論争 が展 開 され たが､ 山内晴男 と

芹沢長介 との二人の見解 の対 立 を軸 とした この論争 は､ 日本 のみ な らず世界的 にみ た

土器 の起源論 に とって も無視 で きない 問題 提起 を含 んでいた｡

縄文 土器 の型 式 の相対年代 は､山内清 男 らの研 究推進 に よって 1930年代 には早期か

ら晩期 までの序列が一応 判 明 し､今 日の編年 の基礎 が既 に確 立 され ていた ｡ しか し､

それ らの各期 が暦年代 に して どの程度 の古 さを もつのか につ いては､かつ て E.S.モー

スや J.ミル ンに よって大森 貝塚 が 3,000年 前 とい う漠 た る予測が立て られ た ことはあ

った ものの､ もちろん まだ何 らの確 証 も得 られ てい ない段 階で あった ｡

縄文 土器 の年 代 が実 は誰 に も予想 で きなか った ほ ど古 く遡 る可能性 が あ る ことを一

つ の衝 撃 的な事 実で知 ら しめた のが､神奈川 県夏 島貝塚 にお け る 14C年 代測 定である｡.

ここは早期初頭 の撚 糸文 土器 の標 式遺跡 の一つであ り､1950年 に芹沢長介(当時明治

大学)が発掘 調査 した ｡ 貝塚 か ら出土 したカ キ殻 と木炭 を ミシガ ン大学 に送付 して 14C

年代測 定 した ところ､9,.450±400年 BP(M769)､9,240±500年 BP(M770･771)とい

う予想外 の結果 が 出て きた(芹沢 1960､渡辺 1966)｡ま さに世界 の常識 を超 えた驚 くべ

き古 さで あった｡

群馬 県岩 宿遺跡 の発 見 の立役 者 の一 人 で もあ り､先 土器 (旧石器)文化 の変遷 と縄 文

時代へ の移行過程 につい て の研 究 を当時最 も リー ドしていた芹沢は､ さ らに古い土器

を追求 し､1960年 ､長崎県福井洞穴の発 掘調査 において隆起線文土器 を発 見す る｡そ

の 14C 年代 測 定 の結 果 は夏 鳥 の古 さを さ らに大幅 に上 回 り､ Ⅲ層 :12,700±500年

BP(Gak950)､Ⅱ層 :12,400±350年 BP(Gak949)とい●うもので あった(鎌 木 ･芹沢 1967)0

旧石器 時代 終末期 の細石 刃文化 に共伴 して土器 が 出土 した事 実 に加 えて ､ この驚 くべ

き古 さの年代測定値 に よって､最古 の土器 が遂 に確 定 したか に思 われ たので あ った ｡

-方 ､ こ うした 14C年 代測 定結果 に俄 然猛反発 したのが 山内晴男 で あ る. 世界の考

古学に精通 し新 石器説 を確信 した土器年代観 の持 ち主で あった 山内は､新束 の 14C年

代 測定法 とそれ を信奉 す る考古学者 へ の強い不信 ･疑念 を表 明 してい る｡ ｢土器 を もつ

文化 が これ ほ ど古い とは ま ともには考 え られ ない ｡ 私 は考古学本来 の年代決 定-奮起

した次第で あ った ｡ そ してつい に縄紋前 2,500年説 に達 したのであ った｣(山内 1969)0

山内は､縄 文 時代 の初頭 の ｢草創 期｣だ けにみ られ る局部磨製 円整形石斧や矢柄研磨 器

な どの不思議 な石器 に注 目 し､それ らを大陸か らの ｢渡来石器 ｣と論 じて年代決 定の根

拠 と し､縄 文 時代 のは じま りを BC2,500年 とす る結論 を導いたので あ った(山内 ･佐

藤 1962､ 山内 1968)0

14C年 代 に基づ き土器 の起源 を約 10,000-12,000年 と主張す る芹沢 の長期編年 と､

14C年代 を拒否 しあ くまで も文物対比 に基 づ くべ き と した 山内の短期編年 は､妥協 の

余地 のない ま った く異 な る年代観 で ある｡ この論争 の行方 は､ 当然先 土器 時代 ･縄 文

時代 の古 さや そ の時代 的性 格 ､土器 の起源 に関す る研 究の さ らな る進展 を もた らす は

ずで あ ったが､残念 なが ら 1970年 山内の死去 ､1977年後継者佐藤 達夫 の死去 によっ

て､不完全 な結末 とな らざるを えなか った｡ 山内の死去以後 ､縄文 時代 の年代 をめ ぐ
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る議論 は､長期編年派 の圧倒 的 な趨勢 の前 にほ とん ど沈静化 し､大 きな見直 しは経ず

今 日に至 ってい る｡そ して､土器 の起源 は約 10,000-12,000年 前､ち ょ うど完新世 の

始 まる頃 にあた り､縄文 時代 もそ こか ら始 ま る との理解 が､い わば土器起源 説 の 日本

版 ス タンダー ドと して現在 まで広 く通用 して きた とい える｡

実は 1975-80年 前後 に､日本 にお け る土器 の起源 問題 は次 な る重要 な局 面 を迎 えて

いた｡.隆起線 文 土器 よ りもさ らに古い 土器 の存在 が､新潟 県壬遺跡や神奈川 県上野遺

跡 な どの発掘調査 で層位 的 に明確 とな って きたか らで あ る｡ 特 に青森 県大 平 山元 Ⅰ遺

跡 と茨城 県後 野遺跡 A 地 区の相 次 ぐ発 掘調査で､ 当時先 土器 (旧石器)時代 と考 え られ

ていた長者 久保 ･神子柴文化 に土器 が伴 う新事 実が報告 され るに及 び､相対年代上 で

は これ こそが 日本列 島最 古 の土器 と考 え られ るよ うにな った ｡ こ うして隆起線文以前

の土器 の存在 が確 実 とな った以上､土器 出現 の数値年代 について も当然 見直 しが必 要

とな っていた｡ しか し､ 当時 の状況 では年代測定の良好 な資料 はなかなか得 られず ､

年代測 定学 の進 歩 と火 山灰 編年 学 の整備 を さ らに待たねばな らなか った ｡

山内 ･芹沢 の論争 か ら 30年 近 くが経過 した 1998年 ､青森 県大平 山元 Ⅰ遺跡 の第 2

次発掘調査 で ､長者 久保文化 の石器群 に伴 って 46点 の土器 片が出土 した ｡ 日本列島に

お ける土器 の起源 が この段 階 にまで遡 る事 実が再度 は っき り確認 され たが､22年前 の

最初 の調査 の時 と状況 が大 き く違 っていた のは､今 日ではAM Sの導入 に よ り 14C 年

代測 定の精度 が格段 の進 歩 を遂 げた こ とで ある｡ 土器 片 の表面 に付着 した煮炊 きの痕

跡 を示す微 量 の炭化物 で 14C 年代測定が可能 な らば､土器 出現 の古 さを測 るこ とがで

き､ 旧石器 時代 の終末 と縄文 時代 の開始 の数値年代 をあ らた めて見直す た めの-つ の

新 たな根拠 が得 られ るか も しれ ない ｡ 以下 に紹介す る年代測定 は､ この よ うな期待 の

上 に実施 した もので ある｡

2.大 平 山 元 Ⅰ遺 跡 と最 古 の 土器

本州 北端津軽 半島の蟹 田川 流域 に位 置す る大平 山元 Ⅰ遺跡 は ､旧石器 時代 か ら縄 文

時代 への移行期 に位 置付 け られ てい る長者 久保文化期 の代表 的 な遺跡 として広 く知 ら

れ てい るL=. 1本 の神子柴型 局部磨製石斧 の発 見 を端緒 と して 1976年 に青森 県立郷 土

館 の三宅徹也 らが行 った最初 の発掘 の際 に､当時先 土器 (旧石器)文化 と考 え られ てい

た長者 久保石器 群 に伴 って土器 と石鉱 が 出土す る とい う予期せ ぬ発 見 に よって､縄 文

時代 の起源 に関 して大 きな問題 が提起 され た のであった(三宅 1979)｡ この時 の発掘地

点の隣接 地 に住宅建設 が計画 され たた め､1998年 7月 ､蟹 田町か らの要請 を受 けた調

査団が 22年 ぶ りに再び発 掘調査 を行 った ｡

今 回の発掘 のね らいは土器 と石鉱 の起源 に関す る問題 の検 証 にあ った が､そ の期待

どお り､黄褐色 ロー ム層 に包含 された掻器 ･彫器 ･石 刃 ･石斧 な ど約 260点 の石器群

(図 2)か らな る 1単位 のブ ロック内か ら土器 46点 と石鍛 2点が 出土 した ｡ 二度 の発掘

調査 を通 じて出土 した土器 は合計 78点 とな り､長者 久保文化期 に既 に土器 が存在す る
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ことは､ もはや 疑問の余地 のない事 実 となった ｡

出土 した 土器 (図 1)はいずれ も同一個体 とみ られ る破 片で､正確 な復 元 はで きない

が､平底 の深鉢 ない し鉢形 と思 われ る｡ 明瞭な文様 はない ｡ 器厚 は平均 7.6mmで､胎

士の 中に繊維 は含 まれ ない｡ 煮沸 または煮炊 きに使用 され た こ とを示す コゲ またはス

ス状 の炭化物 が ､46点 の うち 30点 に付着 していた ｡ 内面 に水平 に炭化物が付着 した

例 もあ り､長者 久保文化 期 に出現 した最古の土器が煮炊 き ･煮 沸 ･煎合用で あった こ

とを証明 してい る｡

3.大 平 山 元 Ⅰ遺 跡 の 14C年代 測 定結 果

土器 を伴 う文化 では今 の ところ最古 と考 え られ る長者 久保文化期 は､数値年代 にす

る とどの くらい の古 さにな るのか｡ また ､その年代 を地質時代 に対比 した場合 にはい

かな る時期 に該 当す るのか｡ その よ うな年代 的問題 を解 くた めに土器付着炭化物で年

代測定で きれ ば最 も正確 と考 え､名 古屋 大学年代測定資料研 究セ ンター 中村俊夫教授

と国立歴 史民俗 博物館春成秀爾教授 ･辻誠 一郎助教授 に相談 し､AMSに よる 14C年

代測定 を依頼 した ｡ 測定 した資料は､土器 に付着 した炭化物 5点 と遺物 ブ ロック部分

の ロー ム層 か ら出土 した炭化樹木細片 3点で ある｡

測定結果 は表 1の とお りで ある(中村 ･辻 1999)013,000年 B.P.前後 の値 を示す 6点

の 14C年代値 は ､課題 となっていた長者 久保文化期 の数値年代 を決 定 し旧石器 時代 か

ら縄文 時代 への移行期 の問題 を年代 的 に考察す る上で一つの有力 な根拠 とな る と同時

に､極 東地域 にお ける土器 の起源 の古 さをあ らためて実証す る結果 とな った｡

長者 久保 文化 期 の年代 を知 る有効 な手掛 か りと して､標 式遺跡 の青森 県東北町長者

久保遺跡 において､遺物包含層 の上位 に最大約 3m の厚 さで十和 田八戸テ フラ(町 田 ･

新井 1992の名称 に従 う)が堆積 していた層位 的事実が ある(山内 ･佐藤 1967､福 田 ･

古屋敷 1998､川 口 1999)｡ この十和 田八戸テ フラの噴 出年代 については､14C年代測

定結果 が これ までに多数 報告 されてお り､概 ね 12,600年 B.P.を平均値 と して 10,400

±220年 B.P.か ら 13,770±510年 B.P.にわた る 14C年代値 の古 さが明 らか とな ってい

た(大池 1964､一色 ほか 1965､Satoh1966､大池 ほか 1977､Hayakawa1985､町 田 ･

新井 1992に集約整理 :Table2)｡また､この層 の中か ら出土 した埋没樹木 2点の AMS14C

年代測 定か らも､12,660±150年 B.P.(NUTA-2260)､12,640±150年 B.P.(NUTA-2261)

とい う測定値 が得 られ てい る(寺 田 ･太 田 ･鈴木 ･能城 ･辻 1994)｡ したが って長者 久

保石器群 の標本 資料 の年代 は､約 12,650年 B.P.よ りも古い こ とが層位 的 に明 らか と

な っていた ｡ 今 回の測 定結果 の うち炭化樹木 の 7,000年代 の測 定値 2点 を除 く残 りの

6点は､ この層位 的事 実 とよ く整合す る もので ある｡

13,000年 B.P.前後 の 6点の測定値 は､最大で約 1,000年 の開 きが ある ｡ 測定 を担 当

した 中村教授 に よる と､ このバ ラツキは測 定資料が微 量で あったた めに現代炭素の影

響 が大 き く､汚染 の程度 の差 に起因 して年 代値 に開 きが生 じた もので あ ろ うとい うO
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その意味では､土器付着炭化物 の中で古い測定値で ある 13,780±170､13,210±160､

13,030±170年 B.P.の信 悪性 が よ り高い とい える｡炭化樹木 1点 の 13,480±70年 B.P

も､ これ に調和す る結果 で ある ｡ 仮 に土器 付着炭化物 の測定値 を平均 した場合 で も約

13,070年 B.P.となるO これ に よ り長者 久保文化期 の 14C年代 は､十和 田八戸テ フラの

lllC年代約 12,650年 B.P.よ りも大幅 に古 くな り､13,100-13,800年 B.P.まで遡 る可

能性 が強 くな った｡

炭化樹木 2点 だ けが他 と懸 け離れ た新 しい年代値 を示 したが､辻助教授 が 2点の樹

種 を調 べた結果 ､カエデ属 とイヌガヤ と同定 され､いずれ も縄文時代 的植 生で あるブ

ナ林 に含 まれ る樹種 で あ るこ とが指摘 され た ｡ これ らは後世 の人間活動 の影響 また は

自然営力 に よって､樹木 または炭化物細片が ローム層 中に混入 した可能性 が強い ｡

4. 14 C年代 の暦 年較 正 の必 要性

名古屋 大学 中村教授 に今 回の 14C年代値 の暦年への較正 を依頼 した ｡ 過 去 の大気 中

にお ける 14C濃度 は一定ではな く､実際 には年代 とともに大 き く変動 して きた こ とが

判明 してい る. 14C年 代測 定は過 去の 14C濃度 を一定 と仮定 した年代測定法であるか

ら､14C年代値 か ら実際 の暦年 を知 るには､14C濃度 の変動 量 を考慮 した補正計算 をす

る必要が ある.｡ この 14C年代値 の暦年較正は､ 日本考古学の分野ではまだほ とん ど行

われ てい ないが ､年輪年 代 に基づ く正確 な暦年較正が約 11,000年 B.P.まで可能 とな

って きた のに続 き､ さらにそれ を超 える古 さの年代域 について も､サ ン ゴを測定資料

と した ウラン ･トリウム年代 とAMS14C年代 に基づ く暦年較 正が開始 され ､加 えて湖

沼 ･内湾堆積物 の年縞 に基づ く暦年研 究 も確 立 しつつ あ り､地球科 学の諸分野で暦年

の標 準化 が課題 とな って きた(北川 1995･98､福沢 1998)｡ こ うした現状か ら､今 回

の年代測 定に もこれ を積極 的 に応用 し､年代測定結果 として 14C年 代値 とと.もに較正

暦年代値 を併 記 して も ら うこ とに した(表 1)｡今 回使用 され た暦年 較正用 プ ログラム

は､MacCALIB3.0(Stuiver&Reimer1993)で ある｡

14C年代値 の暦年較正 を行 うべ きだ と考 えた理 由は二つ ある ｡

まず ､今 回の 14C年代 測定結果 は､ 旧石器 時代 の終末 と縄文時代 のは じま りの数値

年代 を論 じる際の有力 な根拠 とな り得 る もので ある｡ 長者久保石器群 に伴 う土器は､

考古学的 な相 対編 年上､ 日本列島では最 古段 階に位 置付 け られ るこ とが ほぼ確 定的 で

ある｡先行す る細石刃石器群 の時期 に土器 の起源が大幅 に遡 る可能性 は､既 に約 1000

件 に達す る遺跡例 に照 ら して もまず あ りそ うにない ｡ また､土器 に付着 していた炭化

物 を直接年代測定資料 とした ので､測定値 が遺跡 の年代 を表 してい る信頼度 も高い と

い えるO

も う-つ の理 由は ､地球 の気候や氷河 ･海 洋 ･動植物相 の変化 な どの環境 の変化 に

対 して人類 は どの よ うに適応 して きたのか とい う観 点か ら､土器 の起源 問題や 旧石器

文化の終末､ あるいは農耕 の開始 な どの考古学的エポ ックの意味 を理解 してい くた め

-21-



には､考古学 と地球科 学 との共通 の年代軸 が不可欠 であ り､暦年 での研 究が今後 ます

ます重要 にな る とい う見通 しか らで ある｡ 東北 アジアか ら起 こった細石刃文化 の拡 散

とい った問題 や 土器 出現 の歴 史的意義 な どの重要課題 を解 き明か してい くた めには､

考古学 の事象 だ けでな く最終氷期末 の環境 変化 を十分 に考慮す る必要が あ るが､共通

の年代軸 に基 づか な い か ぎ り人類 史 と自然 史 の正確 な照 合は難 しく､氷期 か ら後氷期

への環境 変化 につ いて の知 見が考古学 に活 かせ な くな った り､誤用 され る恐れ がある｡

た とえば､東 北 ア ジア にお け る土器 の起源 について､晩氷期 の環境変化 に対す る生態

的適応 とい う観 点か らの考察が行 われ るよ うになったが ､土器や 考古文化 の年代 と新

ドリアス期 な どの気候 変動 のイベ ン トとの対比 を行 うた めには､前提 とな る年代 の整

合が先 決 とな る｡

13,780±170年 ､13,480±70年 ､ 13,210±160年 ､13,030±170年 ､12,720±160

年､12,680±140年 B.P.とい う 14C 年代値 を暦年 に較 正す る と､14,920-16,520年

calB.P.とな る(表 1)｡縄文 時代 のは じま りを約 10,000-12,000年 前 と説明 してい る現

在 の一般 的な年代観か らみれ ば､信 じがたい古 さの数値 に違 いない ｡ しか し､14C 年

代測定が暦年 較正 の方 向に刷 新 され つつ ある現状 を､考 古学 の側 もよ く理解 しな くて

はな らない｡ 過 去 の 14C 濃度 の実際 の変動量 を考慮 して 14C 年代 を補正 し暦年代 に可

及 的 に近 づ けた場合 ､土器 の起源 はお よそ 16,000年 calB.P.以前 まで さか のぼ る可能

性 が ある こ とを､今 回の調 査成果は明示 した とい える｡

5.極 東 に お け る土 器 の起 源 とそ の年 代

長者 久保 文化 期 の土器 は ､本遺跡 の第 1次調査(三宅 1979)な らび に-茨城 県ひたちな

か市後 野 遺跡 A 地 区(後 野遺 跡 調 査 団編 1976)､北海 道 富 良野 市東 麓郷 2遺跡 (杉 浦

1987)で確認 され て きたが ､今 回の調査結果 か ら細石刃文化 に後続す る長者 久保 文化期

に土器 が 出現す る事実 は さ らに確実な もの とな った｡ また､神奈川 県寺尾遺跡第 Ⅰ文

化層 ､東京都 多摩 ニ ュー タ ウンNo.796遺跡 ､東京都 田無 南町遺跡 な どで も､槍先形 尖

頭器 と石斧 を特徴 とす る長者 久保系統 の石器 群 に伴い ､刺突文や沈線文 のある土器 が

出土 してい る｡ これ らの最 古期 の土器群 は 日本列 島の東北部 を中心 に分布 してお り､

土器 の北方起源 または北方 的性格が示唆 され ていた(谷 口 1991:図 4)｡

その見通 しを裏付 け る よ うに､ 日本列 島東北部 と歴 史地理 的 に関連性 の深 い ロシア

領 の沿海州や アムール河流域で ､最近 ､土器 の起源 を探 る考 古学調査 が急進展 して き

た(メ ドグェ- ジェフ 1994､梶 原 1995･1998ab､シェフカム- ト1997な ど)｡特に､

アムール 河 下流域 に位 置 す るガ- シ ャ遺跡 (下層 12,960±120B.P.lLE1781】､ ll,905

±80B.P.[AA20934】)･ゴンチ ャールカ 1遺跡(下層 12,500±60B.P.[LLNL102169】)･

フ- ミ-遺跡(13.260±100B.P.[AA13392]､12,010±105B.P.【AA209321)な どで､約

13,000-12.000年 B.P.に遡 る年 代 の土器 が次々 と発 見 され て きた こ とが注 目され る

(図 3 ･4)｡ この地域 で は､ オシポ フカ文化 と称す る 旧石器 末 ～ 中石器 初頭 の石器 文
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化 の時期 に､最 初 に土器 が 出現す る ら しい ｡

ア ジア大 陸 北東 部 の ア ムール 河 流域や 沿海 州 の初 期 の 土器 群 と､ 日本列 島 の東北 部

に分布 す る長 者 久保文化 期 ない し隆起線 文 土器 以前 の 土器 群 は､14C 年 代 的 にはほ ぼ

対応 して い る｡ この地域 にお い て 14C年 代 で約 13,000-13,800年 B.P.､較 正暦 年代 で

は約 15,500-16,500年 calB.P.に､既 に土器 の使 用 が 開始 され てい た可能性 が ､今 回

の大平 山元 Ⅰ遺跡 の発 掘 調 査 に よって さ らに強 ま った とい え る｡

今 回 の 14C年 代 測 定値 のバ ラ ツキは小 さくない が ､それ に して も 14,920-16,520年

calB.P.とい う暦 年 代 が いず れ も､寒 冷化 ･温 暖化 の繰 り返 しに よって 自然 環境 が大 き

く変勤 しは じめた晩氷 期 よ りも明 らか に先 行す る古 さを示 してい る こ とに注意 しな け

れ ば な らない｡BC9,440年 よ り古 い年 代域 の暦年 較 正 は まだ十分 な信 頼性 が ない が(中

村 1999)､少 な く ともこの暦年 較 正 に数 千年 単位 の誤謬 が含 まれ ないか ぎ り､ この地

域 にお け る土器 の起源 は ､ グ リー ン ラ ン ド氷床 コア掘 削 に よる氷層 の酸 素 同位 体比 分

析 な どか ら最 近 正確 に把 握 され て きた完新 世 の開始暦年 約 11,650年 calB.P.か らはは

るか に古 く､新 ドリアス期 の寒 冷化 の開始約 12,890年 calB.P.や ベ ー リン グ期 の温 暖

化 の開始約 14,670年 calB.P.よ りも さ らに古 くな る(StLliver,Grootes& Braziunas

1995､表 2/図 5)0

晩氷期 か ら後 氷 期 にか けて の気候温 暖化 に伴 う環 境変化 が 旧石器 時代 か ら縄 文 時代

へ の移行 の主要 因 にな った と説 かれ て きた が ､極 東 地域 にお け る土器 の 出現 は実 は完

新 世 へ の移 行 はお ろか晩氷期 に さえ先 ん じてい た可能性 が強 くな って きた｡

土器 出現 の年 代 が この よ うに古 く遡 る こ とにな る と､ 土器 出現 の時 点 か ら､完新 世

に移行 して貝 塚や 定住 的集 落 な どの真 に縄 文 時代 的 な文化 様 相 の確 立 をみ るまで に､

非 常 に長 い過 渡 的性 格 の時代 が経過 した事 実 を否 定 で きない ｡ 数値 年 代 に基 づ く 自然

史 との対応 関係 を考慮 に入れ て ､ 日本 考 古学 の現在 の時代 区分 の妥 当性 と長者 久保 文

化期 の位 置 付 け を再検討 す る必 要 が あ る と思 われ る｡

6. 土 器 出 現 の極 東 事 情

土器 の役 割 や 用途 は ､そ の社会 の生業 ･居 住形態や 環境 に応 じて さま ざまで あ るか

ら､土器 出現 の時期や発 生理 由を必ず しも一 元 的 に考 える必 要 はない ｡ オ リエ ン トと

極 東 にお け る土器 の起源 も､年 代 が懸 け離れ てい るだ けで な く､土器使 用 に至 った要

因や事 情 が ま った く異 な ってい た ので あ ろ う｡ オ リエ ン ト社会 にお い て 土器 が盛行 す

るのは ､明 らか に農耕 が 定着 し集 落 が形 成 され た時期 に下 るの で あ り､ 土器 の用途 も

や は り新石器 時代 の農耕 生活や 定住化 と深 く関係 してい た もの と思 われ る｡ しか し､

極 東 の場合 は事 情 が大 き く異 な り､ 旧石器 時代 の直後 に既 に土器 が発 生 して い る｡ 日

本 列 島 の場 合 でい えば ､それ は定住化 や 農耕 開始 に実 に 5,000年 以 上 も先駆 けて起 こ

った こ とにな る｡.

晩氷 期 あ るい はそれ 以 前 にお け る極 東 地域 の寒 冷 な環 境 下 で最初 の土着削まどの よ う
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な 用 途 を果 た した の で あ ろ うか ｡ そ の環 境 下 で の用 途 や 効 能 が 解 明 され な けれ ば ､ 土

器 出現 の歴 史 的 意 義 を正 しく評 価 で きな い ｡ 寒 冷 地 で の鉢 形 土器 の効 能 と して は ､魚

介 類 の調 理 を容 易 に した こ と/ 油脂 の精 製 採 取 を可 能 に した こ と/ スー プ料 理 を可 能

に した こ と､ な どが 予 測 され る｡ 寒 冷 地 の環 境 と生 活 の 中 に 土器 を必 要 とす る積 極 的

理 由が 生 じて い た こ とは確 か で あ り､今 後 は 土器 の付 着 物 に含 有 す る脂 質 や 炭 素安 定

同位 体 の分 析 を通 じて ､そ の用 途 を具 体 的 に特 定 して い か な けれ ば な らな い ｡ 用 途 問

題 に課 題 は 残 る に して も､ 日本 列 島 を含 む極 東 地 域 で ､世 界 の他 地 域 に先 駆 け て 土 器

文化 が 成 立 した 可 能性 は ､ ます ます 強 くな って きた ｡
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図1 長者久保文化期の土器 青森県大平山元 Ⅰ遺跡出土 (1/1)

(『大平山元 Ⅰ遺跡の考古学調査』1999より) ×表面の網点は炭化物付着を示す｡
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図2 大平山元 Ⅰ遺跡出土の長者久保石器群 (3/5,11のみ 1/2)

(『大平山元 Ⅰ遺跡の考古学調査』1999より)
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試料番号 試料出土層位 試料材料 炭素安定同位体比 14C年代値 MacCALⅠB3_0により較正 した暦年代書… 測定機関

613CpDB(‰)' (yrBP±lo,)'' 上段 :暦年代較正値(中)下段 :±16の暦年代範障とその確率 %%'''+

F5-017 ⅠⅤ層 土器付着炭化物 未測定 13,780±170 calBP16,520calBP16,750-16,290(1000/o) NUTA-6510

D4-005 Ⅰ1Ⅰ層 土器付着炭化物 末測定 13,210±160 calBP15,760calBP16,010-15,490(100%) NUTA-6515

E4-036 ⅠⅠⅠ層下部 土器付着炭化物 -30.5 13,030±170 calBP15,480calBP15,760-15,190(100%) NUTA-6507

E4-030 ⅠⅠⅠ層最下部 土器付着炭化物 未測定 12,720±160 calBP14,980caiBP15,280-14,710(100%) NUTA-6509l

E4-048 ⅠⅤ層最上部 土器付着炭化物 -29.6 12,680±140 calBP14,920calBP15,190-14,670(100%) NUTA-6506

平均値 13,070±440

E5-100 ⅠⅠⅠ層 炭化樹木 -26.1 13,480±70 calBP16,140 Beta-125550

針葉樹 calBP16,270-16,000(100%) (RH-130)

E5-011 ⅠⅠⅠ層 炭化樹木 -27.0 7,710±40 calBP8,420 Beta-125551

カエテ属 calBP8,490-8,460(37%)calBP8,460-8,410(63%) (RH-131)

E2-100l ⅠH層】 炭化樹木 -27.2l 7,070±40l calBP7,9007,8607,840 Beta-127791

*)試料の炭素安定同位体比は次式で与えられる｡

♂13CpDB(%｡)- [(13C/12C)Sample/ (13C/12C)PDB-1.0]×1000

ここで､(13C/12C)sampleは試料の13C/12C比､(13C/12C)pDBは Peeddebelemnite標準物質 (炭酸か レシウム)の13C/12C比である｡

リ̀ 14C年代値は､14Cの半減期 として Libbyの半減期5568年を用いて算出 し､西暦1950年から遡った年数で示 してある.また､測定 した♂13CpDBを用いて炭素同位体分

別の補正を行ってある｡F5-017､D4-005､E4-030の 3試料については､試料不足で♂13CpDBを測定できなかったため､他の 2試料の平均値 を用いて炭素同位体分

別の補正を行った｡年代値の誤差は 1標準偏差を示す｡

*H)MacCALIB3.0プログラム (Stuiver&Reimer,1993)を用いて14C年代から暦年代への較止を実施 した.較止された暦年代 と､測定誤差に基づ く暦年代範囲 (1標

準偏差)とその確からしさの確率を示す｡暦年代は西暦1950年から遡った年数で示 してある｡

HH)NUTA:名古屋大学､Beta:米国ベータアナ リテイク社､RH:国立歴史民俗博物館

表1 大平山元 Ⅰ遺跡出土炭化物の -4C 年代および較正した暦年代 (中村俊夫･辻誠一郎 1999)
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1-2:大平山元Ⅰ遺跡3-5:茨城県ひたちなか市後野遺跡A地区6:北海道官長野市東麓郷2遺跡

7:新潟県中里村壬遺跡下層8:ロシア
.
ガ-シャ遺跡9-10:ロシア.
フ-ミ一連跡11:ロシア.

ウステーノフカ3遺跡12:ロシア.
グロマトウ--遺跡13-15:ロシア.
ゴンチャールカ1遺跡16-20:壬遺跡

図3極東地域における出現期の土器群(谷口康浩1999)
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1.大平山元Ⅰ 2.モサ ンル 3.束麓郷 2 4.長者久保

5.壬 6.神子柴 7.後野A 8.寺尾

9.ウスチーノフカ3 10.7-ミ- ll.ガ - シ ャ

12.オシポフカ 13.ゴンチャールカ1 14.グロ マ トゥ--

図4 極東地域における土器出現期の遺跡の分布
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(stuiver,M., Grootes,P.M.& Braziunas,T.F.1995 )



OntheOriginofPotteryintheFarEast

TANIGUCHIYasuhiro

(FacultyofLetters,KokugakuinUniversity)

1. ExcavationoftheOdaiYamamotoISite

TheOdaiYamamotoIsiteislocatedatthenorthernextremeoftheJapanese

mainislandHonshu. ThesitesitsontheleftもankoftheKanitaRiver,onthe

nort.heasternsideoftheTsugaruPeninsula. Theofficialaddressofthesiteis:

0daiYamamoto,Kanita-machi,HigashiTsugaru-gun,Aomori-ken.

TheAomoriPrefecturalMuseum conductedthefirstexcavationsatthissitein

1975and1976(Miyake1979). TheseexcavationsfoundtypicalChojakubo-type

stoneartifacts,atthattimethollghttoI)eaPalaeolithicclllture,togetherwith32

potsherdsand2arrowheads, ThesefindshadconsiderablerepercllSSionsonthe

questionoftheoriginsorbeginningsofpotterytechnologyintheJapaneseislands.

Becauseoftheplanned construction ofhou'seson thesite, theBoard of

EducationofthetownofKanita,inJuly1998,requestedtheauthortoconductan

excavationontheendangeredpartofthesite. Thisexcavationunearthed148m2

ofthesit.e.

ArtifactsbelongingtotheChojakuboCulturewerefoundinStratum HL a

yellowishtanvolcanicashloam,andextendingbelowthatintoStratumIV,alight

yellowishbI･OWnSandy-siltyloam. Thesestratayielded262stoneartifactsand46

1)OtSherds.

2.TheOldestPotteryfrom theChojakuboCulture

Theexcavat.ionoftheOdaiYamamotoIsitehasconfirmedthepresenceof

1)OtteryinI-,heChojakuboCulture. Consequently,thisculturecannolongerbe

consideredPalaeolithic,orPreceramic. Andthisassemblagedeservesattention

notonlyasoneoftheold.estpottery-bearingassemblagesinJapanbutalsointhe

FarEast.

Thepotsherdsareallfrom thesamevessel. Theform ofthevesselcannotbe
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reconstructed,butithadaflatbaseandwaseitheradeepbowlorapot. There

wasno(:leafsurfacedecoration. Thewallthicknesswas7.6mm. Theclaydid

not′haveとfibertempering.

TheI･earetracesOnthevesselsurfacethatindicateitwasusedforboiling.

Carbonizedmaterialsadheredto30ofthe46potsherds. Onsomeofthese,the

adhesioIISOntheinnersurfaceformedawater-levelline,indicativeofusein

boilingvariouskindsoffoods. Thusthesepotsherdsconfirm thatthisoldest

lJ()ttery｣From theChojakuboCulturewasusedforboiling･

3.AMS14C DatingoftheOdaiYamamotoISite

CarbonsamplesforAcceleratorMassSpectrometry(AMS)14C datingwere

se.nttoProf.NAKAMURAToshioattheNagoyaUniversityDatingandMaterials

ResearchCenterandtoAssist.Prof.TsUJISei-ichiroattheNationalMuseum of

JapaneseHistory. Thedatedmaterialsincluded5samplesofcarbonadhesionson

potsherdsand3samplesofcharredwoodfoundintheloam amongtheartifacts.

Theresultsareshowninthefollowingtable.

rllとIble1:14C AgesforOdaiYamamotoISite(1998season).

Mat.erial Stratum 14C Age Cal.Age Lab.No.
adhesion ⅠⅤ 13,780土170 16,520 NUTA-6510
adhesion ⅠⅠⅠ 13,210土160 15,760 NUTA-6515

adhesion ⅠHlower 13,030土170 15,480 NUTA-6507
adhesion ⅠHbottom 12,720土160 14,980 NUTA-6509

adhesion ⅠVtop 12,680土140 14,920 NUTA-6_506

charre〔lwood ⅠⅠⅠ 13,480土70 16,140 Beta-125550(RH-130)

charre(Iwood ⅠⅠⅠ 7,710土40 8,420 Beta-125551(RH-131)
charre〔l ⅠⅠⅠ 7,070土40 7,900/ Beta-127791

(Nakamt】ra&Tsuji1999)

Not･e:calculatedwitht,he5,568yearshalf-life.

Note:coI~LVent･ional14C agesBP

Sixofthe8samplesreturneddatesgivingtheageoftheChojakuboCulture.

TheOdaLYamamotoIsiteyielded46potsherdsand2arrowheadsinassociation

withart]LfactscllaraCteristicoftheChojakuboCulture,makingthisassemblage

significant･newevidencebearingonthequestionoftheorlginofpotterytechnology
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Hn(Ithedevelopmentofthebowandarrow. The4datesthatexceed13,000years

BPbearsl〕eCialattention.

Untilnow,thedateoftheCbojakuboCulturehasbeenbasedonthe14C ageof

theTowadaHachinoheTephra(To-H,To-HP),whichreachesathicknessTIPtO3m

overlyingtheculturallayeratthetypesiteinthetownofTohokuinAomori

Prefecture(Yamanouchi&Sato1967;Fukuda&Furuyashiki1998). Theageof

Lhistephraisbasedonalargenllmberof14c measurements(Table2). The

ChojakuboCulturestratigraphicallyclearlypredatestheapproximately12,600

yearsBPofthisTowadaHachinoheTephra. And6ofthe8agemeasurements

obtainedforthiscultureattheOdaiYamamotoIsiteareinfullagreementwith

this.

Table2:14C AgeMeasurementsfortheTowadaHachinoheTephra.

Dat.e Lab.No. Material Position OriginalCitation
10,400土220 Gak-460 wood in Satoh1966

10,680土360 Gak-10044 wood in Hayakawa1985
12,200土250 Gak-550 charcoal in Ⅰsshikieta1.1965

12,460土520 Gak-10043 in Hayakawa1985
12,.630j=320 Gak-9518 wood in Hayakawa1985
12,700土260 Gak-205 wo.od in Oike1964

137050土320 Gak-9515 wood in Hayakawa1985

13,120土260 Gak-9516 wood in Hayakawa1985
13,190土300 Gak-10649 charcoal in Hayakawa1985

13,450土320 Gak-9517 wood in Hayakawa1985

13,770土510 Gak-5996 wood in Oikeeta1.1977
12,000土250 Gak-385 peat below Satoh1966

13,960土510 Gak-5996 wood below Oike&Shoji1977

12,640土150 NUTA-2261 wood directly Nakamura,
AMS14C below pers.Comm.

12,660土150 NUTA-2260 wood directly Nakamura,

(Machida&Arai1992:235-236;Teradaetal.1994)

Thereisal∫000yearspreadintheagesgivenbythe6samplesfrom Odai

Yamamot.olthatdatedaround13,000yearsBP｡ Thisdiscrepencycouldbedueto

t･.hesmallsizeofsomeofthesamplesortocontamination,accordingtoProf.

Nakamura,.whooversaw thedating. Thismeansthatthetwooldestdatesfor

adhesionsonthepot,sherds(13,780土170&13,210土160)aremostlikelytobecorrect.

Theolddateforwoodcharcoal(13,480土70)isinthesamerangeasthesetwodates.

The ddt.esforcarbon adhesionson potsherdsaverage 13,070土440 yearsBP.

Consequently,trlleageOftheChojakuboCulturecanbeestimatedas13,100-13,800

yearsBP,about･500-1,200yearsolderthantheTowadaHachinoheTephra. The
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newdatesfortheChojakuboassemblageattheOdaiYamamotoIsitearenowthe

oldestdatesforpotteryanywhereineasternAsia. Theywarrantcloseattention.

Thet.wowoodsamplesfrom theOdaiYamamotolsitethatyieldedyoungages

wereidentified by Assist.Prof.TsujiasAQLr SP.(maple)and CeDhalotaxLZS

haz･rl'nhO.t由 K.Koch(plum-yew),bothtreesoftheJomonbeech(Fagaceae)forest.

Thesecharredwoodfragmentsmostlikelyweremixedintotheloam atthesiteby

laterhumanOrnaturalagents.

4.Calibrationof14C ages

Thes(】14C agesfortheChojakuboCultureattheOdaiYamamotoIsitewere

converte(二Itocalibrateddates. Calibrating14C agesisnotyetcommoninJapan.

Butforagesover10,000yearsBP,Uranium･Thorium datingofcoralsinthe1990S

wascombinedwithAMSdatinginordertocalibratethe14C scale. Calibrationor

14C age三幸;now isbecomingstandardpracticeinthenaturalsciences,makingit

usefultodosoalsoinarchaeologyinordertobroadentheresearchperspectives.

Prof.NakamuracalibratedtheOdaiYamamotoI14C agesusingtheMacCALIB

3.0program (Stuiver&Reimer1993).

Twol':jointsneedtobeemphasizedaboutthedatesofthepott,CryfromtheOdai

Yamamot,olsite. First,stratigraphicallytherei岳noquestionthatthepotteryis

associated with the Chojakubo Culture,and thatittherefore isthe oldest,

relativelydatedpotteryinJapan. Second,thepotterywasdatedbycarbonized

remainsaclheringtothesurfaceofthepotsherds,mostlikelytheburntremainsof

I●oodscookinthepot. Thismakesthesedateshighlyreliablefordeterminingthe

ageofthis1)Otteryandthisculture, Andfordeterminingtheageoftheoriginof

potteryt･(?･ChnologyinJapaneseislands,OdaiYamamotolisverygoodevidence.

Theage｡fthatepochis13,100-13,800yearsBPin14C years,and15,500-16,500

yearsBPincalibrated14Cyears.

Withoutcloubt,.theChojokuboCultureandthisoldestpotteryfrom theOdai

YamamotoIsite,markingthebeginningofpotterytechnologyinJapan,belongto

t･11efinalstagesofthe lastglacialperiod. Since the naturalsciencesare

increasinglyusingcalibrated14 C agesfortheirstudiesofthechangesinthe

nat･uralenvironmentofthattime,itisnecessarytocalibratethearchaeological

(lntest･oo･ifwearetofullyunderstandthecausesbehindthefirstuseofpotteryin

humanCulture.
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5.0ntheOriginofPotteryintheFarEast

Chojakubo lithic assemblagesare found from northeastern Japan. The

confirmationofpotteryinassociationwiththisassemblagebearsonthequestions

ortheterminationofthePalaeolithicandthebeginningoftheJomonCulture. It

isalsonecessarytoevaluatet̀herelationshipofthisassemblagetoequallyold

cLlltureselsewhereintheFarEast.

ThepresenceofpotteryatthestageoftheChojakuboCulturehasnowbeen

confirmedatthreesites:HigashiRokugo2inHokkaido(Sugiura1987),Odai

YamamotolinAomoriPrefecture(Miyake1979),andUshironoLoc.Ainlbaragi

Prefecture(UshironolsekiChosadan1976). Further,inCulturalLayerlatthe

rlleraoSiteinKanagawaPrefecture(Shiraishi1980),theTanashiMinami-choSite

inTokyo(Nakatsu&Kobiki1992),andtheTamaNewTownSiteNo.796inTokyo

(Satoetal.1999),Chojakubo-likelithicassemblageshavebeenfound,together

withpottery.

In the Amur River drainage and in the Russian Maritime,wbicllare

geographicallycloseandsimilartonortheasternJapan,archaeologistsrecently

haveadvancedt,hesearchforearlypottery(Medvedev1994;Kajiwara1995,1998;

Shevkamud1997). Theyhaveidentifiedanumberofveryoldoccurrencesof

potteryintheAmurRiverdrainage,insitesoftheOsipovkaCulture. Theseages

∫-0rtheoldestpottery仙erefallconsistentlyinthe●12,000to13,000yearBPrange,

apointthatneedstobeconsideredwhenevaluatingtheJapanesematerials.

rllable4:DatesfortheOldestPotteryinRussianFarEast(OsipovkaCulture).

Site 14CAge Method Lab.No.

GasyaLower 12,960土120 β14C LE-1781
10,875土90 β14C AA-13393

ll,905土80 AMS14C AA-20934 (T-5960 bulktemperorganics)

Goncharka 1 9,890土230 AMS14C Gak-18981Lower 10,590士60 LLNL-102168
12,500士60 AMS14C LLNL-102169

Khummi 13,260土100 β14C AA-13392

10,345土110 β14C AA-13391

(07Malleyet..al.1999:.Julletal.1998;Kuzminetal.1997;Shevkamud1997)

TheearliestpotteryintheFarEast,intheAmurRiverbasinandtheRussian

MaritimeProvince,.have14C agesthefitwellbetweentheagesoftheChojakubo

CultureandtheLinear-reliefPotteryCultureoftheJapaneseislands. The･1998
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e'.XcavationoftheOdaiYamamotoIsiteshowsthatpotterytechnologyinthis

regionbeganasearlyas13,100-13,800yearsBP(15,500-16,500yearscal･BP)･

The≦;eagesfortheOdaiYamamotoisitealsoshowthatthefirstpotterywas

madehe金工旦1ateglacialsubstage,theseriesofrapidfluctuationsoftemperatureof

t.heearth. IthasalwaysbeenthoughtthattheJomonCulture,withthefirstuse

orpottery,beganwithholoceneasaresultoftheserapidlychangingclimatic

conditions. Thishypothesisnowneedstobereevaluated. TheOdaiYamamotoI

potterypredatesthefirstwarmingperiod(theBolling,14,670yearscal.BP)byover

1,000y(-ars;andthebeginningofthelastcoldfluctuation(theYoungerDryas,

12,890yearscal.BP)byover3,000years(Stuiver,Grootes&Braziunas1995).
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谷口康浩 編 1999 『大平山元 Ⅰ遺跡の考古学調査一 旧石器文化の終末と縄文文化の
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